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§1 初 め に
回転らせん波は空間的に二次元的である反応媒質中に生じる非平衡系に特有な現象の一つで
ある｡ 代表的ならせん波は,ある中心から等濃度線と解される腕がらせん的に伸び,そのらせ
ん形が中心の回りに回転するような波である｡
らせん波は様々な系で見られる｡主な例はBelousovIZhabotinsky反応のような振動性媒質,又
その反応と類似したZ-試薬,心筋膜,slimemoldの集合モードの場合のような興奮性媒質で
ある｡以上の例は腕が一個のらせん波の場合であるが,腕が二個以上の場合も(波であるかど
うかは明らかでないが)ある種の菌類の形態形成の際に見られる｡
理論的には若干の簡単な系において,計算機実験や解析的な結果が得られているが,上にあ
げたほとんどの例に共通な性質があり,それは中心を除く領域でのパターンはアルキメデスら
せんであることである｡我々はこの事実をふまえて,媒質の詳しい性質によらない一般的なら
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